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町内各小中学校など　「教育」を考える取り組みを開催町内各小中学校など　「教育」を考える取り組みを開催

　10月上旬から11月下旬にかけて町内各小中学校な
どでは「教育の日」にあわせて様々な取り組みが開催
されました。11月１日には腹赤小学校で学校や家庭、
地域の連携を深め、校区の教育力を高めようとミニコ
ンサートが開催され、保護者たちの見守る中、児童
たちは大きな声で歌を歌っていました。

「ながす教育の日」と
「くまもと教育の日」にあわせて
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平
成
16
年
度
決
算

　

歳
入
と
は
、
町
に
入
っ
て
く
る
お
金
の
こ

と
で
、大
き
く
２
つ
（
自
主
財
源
と
依
存
財
源
）

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

〔
自
主
財
源
〕　

町
税
な
ど
、
町
が
自
主
的
に

収
入
す
る
こ
と
の
で
き
る
財
源
（
自
主
財
源
）

は
30
億
５
、５
７
０
万
円
で
、
全
体
の
46
・
４

％
で
し
た
。

〔
依
存
財
源
〕　

国
が
集
め
た
税
金
な
ど
を
一

定
の
割
合
で
町
に
交
付
す
る
地
方
交
付
税
、

決
め
ら
れ
た
使
い
道
の
た
め
に
補
助
さ
れ
る

一
般
会
計　

３
億
２
５
３
万
円
を
積
立
金
や
繰
越
金
へ

特
別
会
計　

下
水
道
会
計
約
19
億
円
の
赤
字

　

こ
の
１
年
間
、
町
の
将
来
像
「
人
が
輝
き
、
心
ふ

れ
あ
う
豊
か
な
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
各
種
の
施
策
・

事
業
が
展
開
さ
れ
、
平
成
16
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
の
決
算
が
、
９
月
議
会
定
例
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
町
の
収
支
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

国
・
県
支
出
金
等
の
収
入
（
依
存
財
源
）
が

35
億
２
、６
５
９
万
円
で
、
全
体
の
半
分
以
上

の
53
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

歳
入　

総
額
65
億
８
、２
２
９
万
円　

う
ち
自
主
財
源
は
５
割
弱

〔
義
務
的
経
費
〕　

人
件
費
、
公
債
費
（
借
金

の
返
済
に
使
わ
れ
る
経
費
）、
扶
助
費
（
生

活
保
護
・
児
童
・
老
人
・
障
害
者
等
の
福

祉
に
使
わ
れ
る
経
費
）
な
ど
の
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
経
費
（
義
務
的
経
費
）
に
使

わ
れ
た
お
金
は
、
24
億
７
、３
８
０
万
円
で

全
体
の
39
・
４
％
を
占
め
ま
し
た
。

〔
投
資
的
経
費
〕　

道
路
や
施
設
建
設
等
に
使

わ
れ
る
経
費
（
投
資
的
経
費
）
は
、
９
億

　

９
、６
３
１
万
円
で
全
体
の
15
・
９
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

〔
そ
の
他
の
経
費
〕　

繰
出
金
（
特
別
会
計
へ

の
支
出
）、
物
件
費
（
賃
金
・
旅
費
・
備
品

購
入
費
な
ど
）、
補
助
費
等
（
各
種
団
体

へ
の
補
助
金
な
ど
）
の
そ
の
他
の
経
費
は
、

28
億
９
６
５
万
円
で
全
体
の
44
・
７
％
と

な
り
ま
し
た
。

歳
出　

総
額
62
億
７
、９
７
６
万
円　

う
ち
義
務
的
経
費
が
約
４
割
占
め
る

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
（
町
に
入
っ
て

き
た
お
金
）
は
65
億
８
、２
２
９
万
円
、
こ

れ
に
対
し
歳
出
（
町
が
使
っ
た
金
）
は
62

億
７
、９
７
６
万
円
と
な
り
、
歳
入
か
ら
歳
出

を
差
し
引
い
た
差
引
額
は
、
３
億
２
５
３
万

円
で
し
た
。
こ
の
差
引
額
か
ら
、
一
般
家

庭
の
貯
金
に
あ
た
る
財
政
調
整
基
金
に

７
、２
０
０
万
円
、
減
債
基
金
に
８
、０
０
０
万

円
が
積
立
て
ら
れ
、
そ
の
他
は
翌
年
度
へ
の

一
般
会
計
の
ま
と
め

繰
越
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
長
期
債

務
で
あ
る
町
債
（
借
金
）

の
年
度
末
残
高
は
、
約

65
億
７
５
１
万
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

９
、６
７
６
万
円
余
り
増

加
し
て
い
ま
す
。

〔決算〕
　決算とは、私たち
が納めた税金、国や
県からの補助金、そ
して町債（借金）な
どを主な収入源とし
たお金が、学校の運
営や道路の整備、福
祉の充実など私たち
の身近な生活の中で
どのように生かされ
たか、その収支と使
い方をまとめたもの
です。

　

町
税
は
、
私

た
ち
住
民
が
町

に
直
接
納
め
る

税
金
で
、
町
の
歳

入
（
収
入
）
の
中

で
32
・
１
％
を

占
め
る
大
き
な
収

入
で
す
。
過
去
３

年
間
の
町
税
収

入
は
表
の
と
お
り

で
、
平
成
16
年

度
の
税
収
は
、
前

年
度
と
比
べ
る
と

２
億
３
、５
７
７

万
円
と
大
き
く
増

収
し
ま
し
た
。
町

税
の
徴
収
率
は

91
・
６
％
と
な

り
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
１
・
４
％

増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
の
額
は
…

〔町民税の内訳・推移〕
税　　目 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成16年度徴収率 町民 1人あたり

町民税 4億 9,648万円 5億 644万円 7億 4,393万円 92.9% 41,426円
固定資産税 13億 4,501万円 12億 4,031万円 12億 3,322万円 90.4% 68,672円
軽自動車税 2,953万円 3,092万円 3,259万円 83.6% 1,815円
たばこ税 9,440万円 9,701万円 1億 0,071万円 100.0% 5,608円
特別土地保有税 796万円 － － － －
合　　計 19億 7,338万円 18億 7,468万円 21億 1,045万円 91.6% 117,521円

　

住
民
１
人
あ
た
り
の
歳
入
は
36
万
６
、５
３

８
円
、
歳
出
は
34
万
９
、６
９
２
円
で
し
た
。

歳
入
を
財
源
ご
と
、
歳
出
を
事
業
費
別
に
表

す
と
次
の
と
お
り
で
す
。

住
民
１
人
あ
た
り
の
歳
入
と
歳
出

議
会
費　
　

５
、７
３
１
円

総
務
費　

４
７
、２
５
６
円

民
生
費　

６
８
、８
２
３
円

衛
生
費　

３
５
、４
８
６
円

農
林
水
産
費

　
　
　
　

 

７
、６
３
４
円

商
工
費　
　

１
、４
２
８
円

土
木
費　

５
５
、７
９
９
円

消
防
費　

１
１
、９
０
９
円

教
育
費　

６
９
、３
３
７
円

公
債
費　

４
４
、２
１
０
円

そ
の
他　
　

２
、０
７
９
円

〔
歳
出
〕 

町
税　
　
　
　
　
　

１
１
７
、５
２
１
円

地
方
交
付
税　
　
　

９
６
、１
８
９
円

国
・
県
支
出
金　
　

３
３
、５
４
７
円

町
債　
　
　
　
　
　

４
５
、８
７
４
円

そ
の
他
の
収
入　
　

７
３
、４
０
７
円

〔
歳
入
〕 

※
平
成
17
年
３
月
末
現
在
の
人
口
１
万
７
、９

　

５
８
人
で
算
出
し
て
い
ま
す
。

〔町民の負担と経費の状況〕

区　分 皆さんが負担
したお金

皆さんのために
使われたお金

1人あたり 117,521円 349,692円

議会費 1億 291万円 (  1.6%)
総務費 8億 4,862万円 (13.5%)
　地方バス運行等特別対策事業 1,514 万円
　町内放送施設及び掲示板設置事業 110万円
　戸籍電算化事業及び
　住民基本台帳ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ構築事業 3,098 万円
　一区一創・まちづくり支援事業 195万円
民生費 12億 3,593万円 (19.7%)
　支援費支給事業 9,716 万円
　障害者等医療費及び日常生活用具給付事業 3,916 万円
　児童手当給付事業 8,521 万円
　保育事業 3億 6,225 万円
　国保会計繰出金 1億 2,363 万円
　介護会計繰出金及び有明広域介護費負担金 1億 7,758 万円
衛生費 6億 3,725万円 (10.2%)
　ごみ減量化対策、分別収集・ﾘｻｲｸﾙ推進事業
　及び有明広域清掃費負担金

3億 5,012 万円

　乳幼児医療助成費 2,686 万円
　老人保健対策事業 4,701 万円
　老人保健繰出金事業 1億 3,139 万円
労働費 10万円 ( － )
災害復旧費 3,725万円 (0.6%)

農林水産業費 1億 3,709万円 (2.2%)
　土地改良施設維持管理適正化事業 842万円
　金魚と鯉の郷及びきんぎょ村運営事業 3,009 万円
　沿岸漁場保全事業 473万円
商工費 2,564万円 ( 0.4%)
　夏まつり補助事業 300万円
　商工振興指導及び活性化推進事業 956万円
　特別小口資金融資事業 260万円
土木費 10億 204万円 (16.0%)
　道路新設改良事業 1億 4,318 万円
　道路舗装改良事業 1,088 万円
　町営住宅敷地整備事業 1,000 万円
　長洲港湾改修等負担事業 3,000 万円
　長洲港補修負担事業 450万円
　公共下水道特別会計繰出事業 7億 8,415 万円
消防費 2億 1,386万円 ( 3.4％ )
　有明広域消防費負担金事業 1億 6,240 万円
　消防施設等整備事業 667万円
教育費 12億 4,515万円 (19.8%)
　外国青年招致事業 507万円
　長洲小学校校舎改築事業 7億 5,811 万円
　私立幼稚園就園奨励費交付事業 1,129 万円
　文化体験プログラム支援事業 1,427 万円
　未来館運営事業 3,388 万円
公債費 7億 9,392万円 (12.6%)

〔目的別歳出決算額と主な事業〕

歳　入

歳入総額
65億8,229万円

町税町税
2121億1,0451,045万円万円
32.132.1％

繰入金繰入金
4億6,9216,921万円万円
7.17.1％

その他①その他①
4億7,6047,604万円万円
7.27.2％

町債町債
8億2,3802,380万円万円
12.512.5％

国県支出金国県支出金
6億243243万円万円
9.29.2％

その他②その他②
3億7,2997,299万円万円
5.75.7％

地方交付税地方交付税
1717億2,7372,737万円万円
26.226.2％

町税
21億1,045万円
32.1％

繰入金
4億6,921万円
7.1％

その他①
4億7,604万円
7.2％

町債
8億2,380万円
12.5％

国県支出金
6億243万円
9.2％

その他②
3億7,299万円
5.7％

地方交付税
17億2,737万円
26.2％

自依
存

財

源

主

財

源

その他②
地方譲与税、利子割交付金、
地方消費税交付金、自動車取
得税交付金、地方特例交付金、
交通安全対策特別交付金など

その他①
分担金及び負担金、使用料
及び手数料、財産収入、繰
越金、諸収入、寄付金

歳　出

人件費人件費
1212億9,3839,383万円万円
20.620.6％

公債費公債費
7億9,3929,392万円万円
12.612.6％

繰出金繰出金
1212億1,1451,145万円万円
19.319.3％

物件費物件費
7億5,2595,259万円万円
12.012.0％

補助費等補助費等
7億4,0404,040万円万円
11.811.8％

積立金
7,079万円
1.1％

その他
3,442万円
0.5％

扶助費扶助費
3億8,6058,605万円万円
6.26.2％

普通建設事業費普通建設事業費
災害復旧事業費災害復旧事業費
9億96319631万円万円
15.915.9％

人件費
12億9,383万円
20.6％

公債費
7億9,392万円
12.6％

繰出金
12億1,145万円
19.3％

物件費
7億5,259万円
12.0％

補助費等
7億4,040万円
11.8％

扶助費
3億8,605万円
6.2％

普通建設事業費
災害復旧事業費
9億9631万円
15.9％

歳出総額
62億7,976万円

義その
他

の

経
費

務
的

経

費
投資的経費
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特
別
会
計
と
は
特
定
の
収
入
を
も
っ
て

特
定
の
支
出
に
充
て
る
よ
う
な
事
業
に
つ

い
て
、
そ
の
収
支
を
明
確
に
す
る
た
め
に

一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
け
ら
れ
る
も
の

を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
会
計
の
設
置
は
法
律
に
基
づ
く
も

の
の
ほ
か
、
す
べ
て
条
例
に
基
づ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
に
は
、
平
成
16
年

度
現
在
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
老

人
保
健
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
特
別
会

計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
浄
化
槽
施
設

整
備
事
業
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の

６
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て

は
、
企
業
会
計
方
式
に
よ
り
経
理
を
お
こ

な
っ
て
い
る
た
め
、
別
に
説
明
し
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
中
で
、
公
共
下
水
道
特

別
会
計
が
赤
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
赤
字
額
は
平
成
10
年
度
以
降
年
々

増
え
続
け
、
15
年
度
決
算
に
お
い
て
累

積
赤
字
額
が
19
億
１
、
３
２
３
万
円
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
度
に

３
、９
１
８
万
円
減
少
し
、
累
積
赤
字
額

が
18
億
７
、４
０
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
計
画
的
な
財
政
運
営
に
よ
り
経

営
の
健
全
化
を
目
指
し
ま
す
。

特
別
会
計
決
算

〔特別会計決算〕

会計名 歳　　入 歳　　出 形式収支 町債（借金）残高

国民健康保険 17億 55 万円 16億 1,810 万円 8,245 万円 －

老人保健 20億 3,456 万円 19 億 8,419 万円 5,037 万円 －

公共下水道 15億 368 万円 33億 7,773 万円 △ 18億 7,405 万円 104 億 1,481 万円

介護保険 11億 908 万円 10億 8,285 万円 2,623 万円 860 万円

浄化槽施設整備事業 1,786 万円 1,658 万円 128 万円 1,540 万円

合計 63億 6,573 万円 80 億 7,945 万円 △ 17億 1,372 万円 104 億 3,881 万円

※形式収支…当年度において、歳入から歳出を単純に差し引いた差引額をいいます。

　

水
道
事
業
は
、
特
に
企
業
と
し
て
の
経
済

性
を
発
揮
す
る
た
め
、
一
般
の
官
庁
会
計
方

式
と
異
な
っ
た
企
業
会
計
方
式
に
よ
っ
て
経

理
を
行
う
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
他
の
特
別
会
計
と
は
別

に
水
道
事
業
会
計
決
算
と
し
て
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
決
算

〔水道事業会計決算〕

会計名 区　　分 歳　　入 歳　　出 収　　支 備考

水道事業会計
収益的収支 2億 4,637 万円 1億 6,379 万円 8,258 万円 ※１

資本的収支 3億 3,292 万円 4億 7,675 万円 △ 1億 4,383 万円 ※２

※１ただし、損益計算書では、当年度純利益は、6,228 万円です。
※２収入額が支出額に不足する額 1億 4,383 万円は、損益勘定留保資金
9,112 万円、消費税及び地方消費税資本的収支調整額 1,271 万円、建設改
良積立金 4,000 万円で補てんしています。

企業債残高 8億 3,759 万円

住民１人あたりに使われたお金
　特別会計の６つの会計より住
民一人あたりに使われたお金は
次のとおりです。
国民健康保険

90,105 円

老人保健
110,491 円

公共下水道整備
81,551 円

介護保険
60,299 円

浄化槽施設整備事業
923 円

水道事業
35,669 円

町
の
財
産
状
況

町
の
財
産
状
況

　

町
も
一
般
家
庭
と
同
じ
く
貯
金
を
し
て
い

ま
す
。
一
般
家
庭
と
違
う
の
は
、町
で
は
「
基

金
」
と
呼
び
、
用
途
に
応
じ
て
貯
金
を
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
特
定
の
目
的

の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、
基
金
を
積
み
立

て
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
も
の
を
「
資
金
積

立
目
的
基
金
」
と
い
い
、
町
債
（
借
金
）
の

償
還
や
福
祉
の
増
進
な
ど
を
目
的
に
設
置
・

運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
貯
金
は
い
く
ら
あ
る
の
？

町
の
貯
金
は
い
く
ら
あ
る
の
？

〔資金積立目的基金〕
財政調整基金 2億 974 万円
減債基金 1億 2,121 万円
社会福祉振興基金 110 万円
ふるさと水と土保全基金 807 万円
国民健康保険財政調整基金 4,000 万円

計 3億 8,012 万円

　

町
も
、
一
般
の
家
庭
と
同
様
に
財
産
が
あ

り
、
土
地
、
建
物
の
他
に
、
出
資
に
よ
る
権

利
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
財
産
を
持
っ
て

い
ま
す
。
町
の
財
産
に
は
、
よ
り
よ
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
所
持
す
る
も

の
や
、
公
共
の
た
め
に
必
要
な
団
体
な
ど
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
所
持
す
る
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

町
の
財
産
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

町
の
財
産
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

〔財産の状況〕
土地 行政財産 446,460 ㎡

普通財産 154,284 ㎡

計 600,744 ㎡

建物 行政財産 57,762 ㎡
普通財産 －

計 57,762 ㎡

出資金 県信用保証協
会、県雇用環
境整備協会な
ど

3,464 万円

※行政財産とは、町が行政上の目的のために所有し
ているもので、町庁舎やながす未来館などの公共
施設、町道、公園などの土地がこれに該当します。
売払い等の処分を行うことはできないようになっ
ています。

※普通財産とは、特定の行政の目的に直ちに用いら
れることのないもので、管理処分の結果、財政収
入とすることもできます。

〔町債（借金）残高〕
町債（借金）残高（全会計） 177 億 8,391 万円

※町債（借金）とは、特定の歳出に充てるため地方自
治体が年度を越えて元利を償還する借入金を言い
ます。したがって、借り入れた年度の歳入で返済
する一時借入金は町債（借金）には含まれません。

住民１人あたりの貯金と借金
　町の財産を住民１人あたりの貯金と借金としてみ
ると次のようになります。

〔貯金〕 21,167 円
〔借金〕 990,306 円

45

（
平
成

（
平
成
1717
年年
33
月月
3131
日
現
在
）

日
現
在
）
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（９月 30 日現在）
歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出歳　　　　　　　　出

区　　　分 予　算　額 収  入  済  額 収入率 (%) 区　　分 予　算　額 執  行  済  額 執行率 (%)
町 税 20億 4,561 万円 11 億 3,282 万円 55.4 議 会 費 9,885 万円 5,169 万円 52.3
地 方 譲 与 税 1億 3,100 万円 5,095 万円 38.9 総 務 費 13 億 781 万円 7億 1,084 万円 54.4
利 子 割 交 付 金 500 万円 383 万円 76.6 民 生 費 11 億 8,038 万円 6億 4,372 万円 54.5
配 当 割 交 付 金 290 万円 62 万円 21.4 衛 生 費 7億 450 万円 2億 8,852 万円 41.0
株式譲渡所得割交付金 170 万円 1万円 0.6 労 働 費 10 万円 1万円 10.0
地方消費税交付金 1億 9,700 万円 9,664 万円 49.1 農林水産業費 1 億 4,673 万円 9,415 万円 64.2
自動車取得税交付金 2,200 万円 730 万円 33.2 商 工 費 2,845 万円 1,713 万円 60.2
地方特例交付金 7,400 万円 7,394 万円 99.9 土 木 費 10 億 8,725 万円 4億 8,044 万円 44.2
地 方 交 付 税 14億 6,000 万円 10 億 4,227 万円 71.4 消 防 費 5,098 万円 2,239 万円 43.9
交通安全対策特別交付金 180 万円 0万円 0.0 教 育 費 5億 4,200 万円 3億 4,244 万円 63.2
分担金及び負担金 1億 575 万円 4,550 万円 43.0 災害復旧費 27 万円 4万円 14.8
使用料及び手数料 1億 1,229 万円 5,193 万円 46.2 公 債 費 6億 6,429 万円 3億 1,487 万円 47.4
国 庫 支 出 金 1億 7,702 万円 3,310 万円 18.7 予 備 費 1,668 万円 － －
県 支 出 金 1億 9,806 万円 1,357 万円 6.9
財 産 収 入 5,446 万円 678 万円 12.4
繰 入 金 3億 4,037 万円 3億 3,990 万円 99.9
繰 越 金 1億 5,053 万円 1億 5,053 万円 100.0
諸 収 入 3億 2,410 万円 2億 9,189 万円 90.1
地 方 債 4億 2,470 万円 － －
合 計 58億 2,829 万円 33 億 4,158 万円 57.3 合 計 58 億 2,829 万円 29 億 6,624 万円 50.9

平 成 17年 度　   予 算 執 行 状 況
平 成 17 年 度 一 般 会 計 予 算 執 行 状 況

歳　入（一般会計）

歳　出（一般会計）

歳 入・歳 出（特別会計）

平 成 17 年 度 特 別 会 計 予 算 執 行 状 況
（９月 30日現在）

区　　分
歳　　　　　　　入 歳　　　　　　　出歳　　　　　　　出

予　算　額 収 入 済 額 収入率 (%) 予　算　額 執 行 済 額 執行率 (%)
国 民 健 康 保 険 16 億 9,074 万円 6億 2,914 万円 37.2 16 億 9,074 万円 7億 1,530 万円 42.3
老 人 保 健 19 億 8,627 万円 9億 3,828 万円 47.2 19 億 8,627 万円 8億 4,722 万円 42.7
公 共 下 水 道 事 業 35 億 2,849 万円 6億 5,279 万円 18.5 35 億 2,849 万円 26 億 5,970 万円 75.4
介 護 保 険 12 億 1,850 万円 5億 6,504 万円 46.4 12 億 1,850 万円 4億 7,725 万円 39.2
浄 化 槽 施 設 整 備 事 業 841 万円 240 万円 28.5 841 万円 108 万円 12.9

平 成 17 年 度 水 道 事 業 会 計 予 算 執 行 状 況
（９月 30日現在）

収益的収入及び支出 (３条 ) 資本的収入及び支出（４条）

収　
　

入

区　　分 予　算　額 収入済額 収入率 (%)
収　
　

入

区　　分 予　算　額 収入済額 収入率 (%)
営 業 収 益 2億 2,815万円 1億 787万円 47.3 企 業 債 7,510万円 1,610万円 21.4
営業外収益 19万円 19万円 100.0 工事負担金 260万円 － －
特 別 利 益 － － － 補 助 金 1,175万円 － －
合 計 2億 2,834万円 1億 806万円 47.3 合 計 8,945万円 1,610万円 18.0

支　
　

出

支　
　

出

区　　分 予　算　額 執行済額 執行率 (%)

支　
　

出

支　
　

出

区　　分 予　算　額 執行済額 執行率 (%)
営 業 費 用 1億 5,690万円 5,093万円 32.5 建設改良費 1億 3,718万円 3,580万円 26.1
営業外費用 3,602万円 1,111万円 30.8 企業債償還金 3,641万円 2,516万円 69.1
特 別 損 失 － － － 補助金返還金 49万円 － －
予 備 費 300万円 － － 予 備 費 300万円 － －
合 計 1億 9,592万円 6,204万円 31.7 合 計 1億 7,708万円 6,096万円 34.4

歳 入・歳 出（企業会計）

営業収益

営業外収益

営業費用

営業外費用

予備費

企業債

工事負担金

補助金

建築改良費

企業債償還金

補助金返還金

予備費

2億2,815万円
1億787万円

1億5,690万円
5,093万円

3,602万円
1,111万円

300万円

7,510万円
1,610万円

1,175万円

1億3,718万円
3,580万円
3,641万円

2,516万円
49万円

300万円

260万円

19万円
19万円

３条

４条

歳入予算
収入済額
歳出予算
執行済額
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長
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管
理
状
況

　

職
員
給
与
の
公
表
は
公
務
員
の
給
与
や
定

員
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
透
明
性
を
高
め
、

住
民
の
一
層
の
納
得
と
支
持
を
得
る
う
え
で

重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
人
事
院
が
民
間
企
業
な
ど
の
給

与
の
実
態
調
査
に
基
づ
い
て
行
う
「
人
事
院

勧
告
」
を
参
考
に
町
職
員
の
給
与
を
決
定
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
職
員
の
給
与
お
よ

び
定
員
管
理
に
つ
い
て
広
く
住
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
給
与
と
は
、
給
料
（
基
本
給
）
に
扶
養
手

当
、
時
間
外
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
勤

務
手
当
な
ど
の
諸
手
当
を
含
ん
だ
も
の
を

い
い
ま
す
。

〔人件費の状況（一般会計決算）〕

区　分 住民基本台帳人口
（H17.3.31） 歳出額A 人件費B 人件費率（B/A） （参考）

15年度人件費率

16年度 17,871 人 6,492,360 千円 1,293,829 千円 19.93％ 20.22％

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

〔職員給与費の状況（一般会計予算）〕

区　分 職員数Ａ
給　　与　　費（千円） １人当り

給与費（B/A）給料 職員手当 期末･勤勉手当 計Ｂ

17年度 142 人 522,821 39,824 204,573 767,218 5,403 千円

※職員手当には退職手当を含みません。また、給与費は当初予算に計上された額です。

〔職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（17年４月１日現在）〕

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

長洲町 304,407 円 322,126 円 40.9 月 277,000 円 289,167 円 49.4 月

〔職員の初任給の状況（平成17年４月１日現在）〕

区　　分
長洲町

初任給 採用２年経過日給料額

一般行政職
（高卒程度試験）

大学卒 (1-7)　160,200 (2-3)　177,400

高校卒 (1-3)　138,800 (1-5)　148,500

技能労務職 高校卒 (1-6)　136,000 (1-8)　145,500

〔職員の経験年数別･学歴別平均給料月額の状況（平成17年４月１日現在）〕
区　　分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年

一般行政職
（高卒程度試験）

大学卒 (3-8)　236,400 (4-10)　293,600 (4-15)　328,400

高校卒 (3-4)　205,700 (3- 9)　242,800 (4-11)　301,300

技能労務職 高校卒 (2-6)　193,900 (2-11)　219,900 (2-16)　243,400
※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

〔特別職の報酬等の状況（平成17年７月１日現在）〕
区　　分 給料月額など

給　料

町長
助役
収入役
教育長

750,000 円
550,000 円
522,000 円
499,000 円

報　酬

議長
副議長
委員長
議員

323,000 円
267,000 円
250,000 円
243,000 円

〔職員手当の状況〕
区分 長洲町

期末手当
勤勉手当

（16年度支給割合）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.4 月分 0.7 月分
12月期 1.6 月分 0.7 月分
計 3.0 月分 1.4 月分

〔長洲町定員の状況〕
部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

職員数 増
減H17 H16

一般行政部門 121 129 △ 8

特
別
行

政
部
門

教育 20 21 △ 1

公
営
企
業
等
会
計
部
門

水道 7 8 △ 1

下水道 7 6 1

国保
介護 9 9 0

小計 23 23 0

合計 164 173 △ 9

※職員数は一般職に属する職員数であ
り、地方公務員の身分を保有する休職
者、派遣職員などを含み、臨時又は非
常勤職員を除いている。
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〔定員適正化計画の数値目標及び進捗状況等〕
①定員モデルとの比較
　平成17年４月１日現在での全国定員モデルとの比較では、一般行
政部門職員数で△５人となっています。この原因は、市町村合併協
議会が解散し、単独での町政運営の道を選択したことで、より一層
の行財政改革を推進する必要が生じ、人件費の削減のため新規採用
職員数を退職者の２分の１を基本としたことによります。
②他町の類似団体との比較
　他町の類似団体との比較により、部門ごとに分析すると、総務部
門が超過している状況です。その原因及び課題は、つぎのとおりと
考えられます。

（　原　因　）
　ＩＴ講習関係を総務部門に配置していること。また、総合振興計
画の策定、行財政改革の推進に取り組んでいるため。

（　課　題　）
　平成16年度で玉名地域１市８町合併協議会が解散となり、当町は
単独による町政運営を進むことになりました。現在の厳しい財政状
況を考慮すると、住民サービスの質を低下させることがないように
職員の適材配置や機構改革並びに職員の能力開発、意識改革など行
財政改革基本方針に基づいた定員管理計画の推進が必要です。
③主な定員適正化手法の概要
　平成17年度において行財政改革をさらに推進し、財政状況改善の
ため新規採用職員を退職者の２分の１を基本とした定員適正化計画
の見直しを行っており、職員数の減少により住民サービスに支障を
来たさないように、次の事柄を基本として事務改善を図っていきま
す。
 ・事務事業の民間委託の推進を図るなど、事業の執行方法を見直し
ます。

 ・事務の執行方法の見直しを継続的に行い、業務の効率化を図りま
す。

 ・事務の電算化の促進により、事務の簡素化を図ります。
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一区一創運動一区一創運動

活動リポート活動リポート

　

10
月
10
日
、
今
町
区
で
は
区
内
の
通
学
路

沿
い
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
の
植
付
け
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
同
区
の
取
り
組
み

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
日
は
、

約
25
人
が
参
加
し
、
約
７
０
０
個
の
球
根
を

植
え
付
け
ま
し
た
。
作
業
後
は
、
参
加
者
全

員
で
お
茶
会
を
行
い
、
世
間
話
に
花
を
咲
か

今
町
区　

花
植
え
作
業

せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
短
時
間
で
作
業
が
終

わ
り
ま
し
た
。
来
春
の
小
学
校
入
学
式
に
併

せ
て
、
き
れ
い
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が
咲

く
の
を
み
ん
な
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」

と
下
田
区
長
。

第第
1818
回
金
魚
と
鯉
の
郷
ま
つ
り

回
金
魚
と
鯉
の
郷
ま
つ
り

　

10
月
23
日
、
金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
で
「
第

18
回
金
魚
と
鯉
の
郷
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
約

１
２
、０
０
０
人
が
来
場
し
、「
第
37
回
金
魚

品
評
会
」
を
中
心
に
、「
第
13
回
な
ん
さ
ま
き

て
み
な
っ
せ
市
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）」、「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
造
船
見
学
ツ
ア
ー
」、「
野
点
」、

ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布
、
保
育
所
園
児
の
「
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」、子
ど
も
向
け「
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
」

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第37回金魚品評会受賞者（敬称略）
賞 受賞者 種類

熊本県賞 山田　博文（柳川市） ランチュウ（３才）
熊本県議会賞 村木甚太郎（梅　田） オランダシシガシラ（３才）
日本観賞魚振興会長賞 浦田　智和（清源寺） その他変わり物（２才）
長洲町養魚組合長賞 那須　広之（熊本市） ランチュウ（当才）
長洲町長賞 宮崎　正臣（佐賀市） シシガシラ（２才）
長洲町商工会長賞 稲田　光陽（大明神） その他変わり物（当才）
長洲町観光協会長賞 松尾　敏之（折　地） 東錦（当才）
ジャンボ賞 村木甚太郎（梅　田） ジャンボシシガシラ（３才）

第第
3737
回
金
魚
品
評
会

回
金
魚
品
評
会

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

第第
1313
回
な
ん
さ
ま
き
て
み
な
っ
せ
市

回
な
ん
さ
ま
き
て
み
な
っ
せ
市

野
点
野
点

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
造
船
見
学
ツ
ア
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
造
船
見
学
ツ
ア
ー

まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題

▶
作
業
の
よ
う
す
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まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題

13

まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題

▲「みのりの里まつり」でのもちつきのようす

　

10
月
19
日
、
長
洲
心
身
障
害
者
小
規
模
作

業
所
ひ
ま
わ
り
の
里
の
入
所
者
12
人
が
町
内

各
種
団
体
な
ど
と
一
緒
に
町
内
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
洲
町
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
（
会
長　

塚
野
光
代
）
が
呼
び
か
け

て
毎
年
「
障
害
者
の
日
（
12
月
９
日
）」（
※
１
）

に
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
今

年
は
「
第
14
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
火
の
国
く
ま
も
と
」
協
賛
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
町

内
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
な
ど
か
ら
約
60

人
が
参
加
し
、
国
道
５
０
１
号
線
沿
線
や
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
、
長
洲
駅
か
ら
役
場

周
辺
ま
で
の
３
ヵ
所
に
分
か
れ
て
捨
て
ら
れ

た
ゴ
ミ
な
ど
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

長
洲
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
松
浦
事
務

局
長
は
、「
取
り
組
み
を
通
し
て
、
障
害
の
あ

る
人
も
な
い
人
に
と
っ
て
も
、
お
互
い
に
安

全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ひ
ま
わ
り
の
里
入
所
者　

町
内
を
清
掃

ひ
ま
わ
り
の
里
入
所
者　

町
内
を
清
掃

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

（
※
１
）
現
在
は
、
障
害
者
基
本
法
の
改
正
に

よ
り
「
障
害
者
の
週
間
（
12
月
３
日
〜
12
月

９
日
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
20
日
、
清
里
小
学
校
児
童
が
菅
原
神

社
横
の
水
田
で
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
主
食
で
あ
る
お
米
に
対
し
て
興
味
を

持
ち
、
稲
作
農
家
の
喜
び
や
努
力
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
同
校
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

児
童
た
ち
は
、
自
分
た
ち
自
身
で
6
月
に
植

え
付
け
た
稲
を
慣
れ
な
い
手
付
き
な
が
ら
も
、

楽
し
そ
う
に
刈
っ
て
い
ま
し
た
。
当
日
収
穫

さ
れ
た
お
米
は
、
約
２
５
０
kg
で
し
た
。

　

11
月
12
日
に
は
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
み

の
り
の
里
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
収
穫
さ

れ
た
も
ち
米
の
内
１
０
０
kg
を
保
護
者
や
老

人
会
と
一
緒
に
も
ち
つ
き
を
行
い
、
た
く
さ

ん
の
も
ち
を
作
り
ま
し
た
。
ま
つ
り
会
場
で

は
、
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
残
っ
た
お
米
や
同

校
の
畑
で
で
き
た
野
菜
な
ど
の
販
売
も
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

収
穫
し
た
も
ち
米
で
お
も
ち
を
つ
く
ろ
う
！

収
穫
し
た
も
ち
米
で
お
も
ち
を
つ
く
ろ
う
！

清
里
小
学
校
で
「
み
の
り
の
里
ま
つ
り
」
開
催

　

同
校
の
松
本
校
長
先
生

は
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
々

な
ど
の
協
力
で
『
み
の
り
の

里
ま
つ
り
』
ま
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

で
７
回
目
に
な
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、

田
植
え
や
収
穫
、
最
後
に

は
餅
つ
き
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
経
験
が
で
き
て
と
て
も

い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
菊
川
泰
淵
さ
ん
が
法
務
大
臣
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
菊
川
さ
ん
は
保
護

菊
川
泰
淵
さ
ん
（
大
明
神
）
が
法
務
大
臣
表
彰

菊
川
泰
淵
さ
ん
（
大
明
神
）
が
法
務
大
臣
表
彰

保
護
司
と
し
て
22
年
間
功
労

司
と
し
て
22
年
間
活
動
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

功
労
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
11
月
11
日

に
は
、
役
場
町
長
室
を
訪
れ
町
長
へ
受
章
の

報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

菊
川
さ
ん
は
、
受
章
に
つ
い
て
「
こ
の
表

彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
一
人

の
力
で
は
な
く
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て

の
皆
さ
ん
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
、
奉
仕
の

心
を
信
念
に
持
ち
、

様
々
な
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
で
き

る
限
り
地
域
社
会

に
貢
献
で
き
る
よ

う
協
力
し
て
い
き

た
い
で
す
。」
と
心

境
と
話
さ
れ
、
現

在
も
続
け
ら
れ
て

い
る
保
護
司
へ
の

意
気
込
み
も
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
、
腹
赤
小
前
庭
で
同
校
３
年
生

の
児
童
39
人
と
腹
赤
保
育
所
園
児
24
人
が
さ

つ
ま
い
も
を
使
っ
た
料
理
を
一
緒
に
食
べ
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
校
３
年
生

が
、
総
合
的
学
習
の
時
間
に
同
保
育
所
園
児

と
さ
つ
ま
芋
の
植
え
付
け
や
収
穫
、
食
事
な

ど
を
通
し
て
交
流
す
る
こ
と
で
、
思
い
や
り

の
気
持
ち
を
養
お
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
こ
の
日
は
さ
つ
ま
い
も
を
老
人
会
や
保

腹
赤
小
児
童
と
保
育
所
園
児
が
さ
つ
ま
い
も
を
通
し
た
交
流
会

腹
赤
小
児
童
と
保
育
所
園
児
が
さ
つ
ま
い
も
を
通
し
た
交
流
会

老
人
会
や
保
護
者
な
ど　

地
域
か
ら
も
参
加

護
者
が
料
理
し
、
一
緒
に
そ
れ
を
食
べ
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

児
童
や
園
児
た
ち
か
ら
は
、「
お
い
し
い
！
」

と
い
う
声
や
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が
き
か
れ

ま
し
た
。

　

11
月
20
日
、
長
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、

有
明
フ
ェ
リ
ー
駐
車
場
で
、
乗
船
待
ち
の
車

へ
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
、
約
10
人
の
会
員

は
チ
ラ
シ
と
ジ
ュ
ー
ス
を
配
布
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
秋
と
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

に
あ
わ
せ
て
同
ク
ラ
ブ
が
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

参
加
し
た
同
ク
ラ
ブ
会
員
は
、「
せ
っ
か
く

長
洲
町
を
通
ら
れ
る
の
で
、
事
故
な
ど
な
い

よ
う
に
交
通
安
全
に
心
が
け
て
、
い
い
旅
の

思
い
出
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
で　

い
い
旅
を
！

交
通
安
全
で　

い
い
旅
を
！

長
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
呼
び
か
け

▲稲刈り（10月20日実施）のようす

▶
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
会
員

▶
老
人
会
と
い
っ
し
ょ
に
焼
き
い
も
を
つ
く
る
児
童
た
ち
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税
に
つ
い
て
の
作
文

　

平
成
17
年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
優
秀
作
品
表
彰
式
（
税
を
考
え
る
週
間
実
行
委

員
会
主
催
）
が
11
月
12
日
、
玉
名
市
で
行
わ
れ
、
腹
赤
中
２
年
中
村
愛
さ
ん
（
鷲
巣
）
が
国
税
庁
長

官
賞
を
、
長
洲
中
２
年
楯
岡
悠
さ
ん
（
新
町
）
が
長
洲
町
長
賞
を
、
腹
赤
中
２
年
林
弥
寿
葉
さ
ん
（
上

沖
洲
）
が
長
洲
町
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。

「
税
っ
て
何
ね
？
」

あ
る
日
私
が
父
に
聞
い
た
言
葉
だ
。

「
じ
ゃ
あ
、
家
の
中
で
風
呂
使
用
料
と
か
、
ト

イ
レ
使
用
料
と
か
お
金
ば
払
っ
て
み
ろ
。」

私
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
答
え
が
返
っ
て
き
て
、

「
何
言
い
よ
っ
と
。
関
係
な
い
や
ん
ね
。」

と
言
い
返
し
た
。
し
か
し
父
は
、

「
本
当
に
そ
う
か
？
風
呂
や
ト
イ
レ
は
お
前
に

と
っ
て
ど
が
ん
物
や
。」

と
、
逆
に
聞
き
返
し
た
。
私
は
当
然
の
事
の

よ
う
に
、

「
暮
ら
し
て
行
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
や
ろ
。」

と
答
え
た
。

「
そ
が
ん
だ
ろ
？
税
も
そ
れ
と
一
緒
で
、
お
前

た
ち
が
暮
ら
し
て
行
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
、

そ
し
て
よ
り
安
全
で
楽
し
い
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
に
、
み
ん
な
の
た
め
に
使
わ
れ
よ
る

と
た
い
。」

と
、
父
は
笑
い
な
が
ら
話
し
た
。
私
は
こ
こ

で
や
っ
と
父
が
言
お
う
と
し
て
い
る
意
味
が

わ
か
っ
た
。

「
た
と
え
ば
お
前
が
毎
日
登
校
す
る
時
に
使
う

道
路
。
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
と
る
や
ろ
。」

「
そ
れ
も
税
金
が
使
っ
て
あ
っ
と
ぞ
。
お
前
の

暮
ら
し
の
中
に
は
他
に
も
た
く
さ
ん
の
税
金

が
あ
る
。
探
し
て
み
ろ
。」

父
は
そ
う
言
う
と
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は

父
に
言
わ
れ
た
通
り
、
身
近
な
税
を
探
し
て

み
た
。
道
路
な
ど
交
通
面
も
含
め
、
消
防
や

警
察
な
ど
、
今
の
世
の
中
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
も
全
て
が
税
金
で
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
が
、
改
め
て
わ
か
っ
た
。
そ
の
こ
と

を
父
に
伝
え
る
と
、

「
そ
う
や
ろ
。
税
金
は
大
切
っ
て
わ
か
っ
た
や

ろ
。
で
も
な
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
納
め
ん
人

も
お
る
と
ぞ
。」

父
は
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
顔
を
し
て
、

「
お
前
た
ち
み
た
い
に
、
税
金
が
自
分
の
生
活

に
と
っ
て
必
要
で
大
切
な
も
の
っ
て
わ
か
っ

て
な
い
。」

と
話
し
た
。
私
は
父
の
話
に
真
剣
に
耳
を
か

た
む
け
た
。

「
普
段
こ
う
や
っ
て
事
故
も
な
く
安
全
に
家
に

帰
っ
て
こ
れ
る
の
も
、
火
事
や
犯
罪
を
少
な

く
す
る
の
も
、
税
金
が
関
わ
っ
て
い
る
っ
て

こ
と
を
、
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
、
こ
の
ま

ま
納
め
な
い
人
が
増
え
て
し
ま
う
や
ろ
。
そ

し
た
ら
、
今
み
た
い
に
暮
ら
せ
ん
と
ぞ
。」

私
も
そ
の
通
り
だ
と
思
っ
た
。
こ
の
ま
ま
税

を
納
め
な
い
人
が
増
え
て
し
ま
っ
た
ら
、
今

の
よ
う
な
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
は
で
き
な

い
。

国
税
庁
長
官
賞

｢

税
っ
て
何
ね
？｣　

腹
栄
中　

２
年　

中
村　
　

愛

「
だ
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
お
前
た
ち
み
た
い

に
、
税
に
つ
い
て
考
え
、
大
切
さ
に
気
づ
く

こ
と
が
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。」

　

私
は
そ
れ
か
ら
よ
く
税
を
見
つ
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。

「
こ
れ
も
税
金
で
作
っ
た
の
か
な
？
」

　

ふ
い
に
発
言
し
た
一
言
か
ら
、
税
に
つ
い

て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
た
わ
け
だ
が
、

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
父
が
言
っ
て
い
た

「
税
金
に
つ
い
て
考
え
、
大
切
さ
に
気
づ
く
こ

と
。」

を
忘
れ
ず
に
暮
ら
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。
皆

が
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
私
は
自

分
に
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
思

う
。

長
洲
町
長
賞

「
身
近
な
税
金
」　

長
洲
中　

２
年　

楯
岡　
　

悠

腹栄中２年　中村　　愛さん

　

今
日
一
日
で
一
体
い
く
ら
の
税
金
を
使
っ

た
の
だ
ろ
う
…
。
こ
の
作
文
を
書
く
に
あ
た

っ
て
、
そ
ん
な
疑
問
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

歯
を
磨
く
の
に
使
っ
た
水
、
通
学
路
で
通
っ

た
道
路
、
何
気
な
く
出
し
て
い
る
ゴ
ミ
。
学

校
か
ら
も
ら
っ
た
資
料
を
見
て
そ
の
全
て
に

税
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
驚
き
ま

し
た
。
自
分
に
は
税
金
な
ん
て
無
関
係
だ
と

思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
私
の
こ

の
考
え
が
間
違
っ
て
い
た
こ
と
に
、
こ
の
作

文
を
書
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
税
は
私
達
国
民
の

生
活
の
た
め
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
当
り
前
の

事
だ
っ
た
の
で
す
が
、
普
段
、
税
を
意
識
し

な
い
私
に
と
っ
て
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
だ
っ

た
の
で
す
。
例
え
ば
水
な
ど
は
、
私
達
が
生

き
て
い
る
限
り
、
一
生
毎
日
必
要
な
も
の
で

す
か
ら
、
そ
の
管
理
に
は
莫
大
な
費
用
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
安
心
し

て
水
道
か
ら
水
が
飲
め
る
の
も
税
金
の
お
か

げ
な
の
で
す
。
ほ
か
に
も
普
段
、
何
気
な
く

出
し
て
い
る
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
の
に
も
、
税

金
が
か
か
っ
て
い
る
と
知
っ
た
以
上
、
ゴ
ミ

を
少
し
ず
つ
減
ら
し
て
い
く
よ
う
に
心
掛
け

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
税
金

と
言
っ
て
も
、
様
々
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
公
立
の
小
・
中
学
校
で
配
ら
れ
る
教

科
書
、
学
校
内
の
施
設
や
公
共
の
施
設
、
少

な
い
負
担
で
治
療
を
受
け
ら
れ
る
の
も
、
す

べ
て
、
税
金
の
お
か
げ
な
の
で
す
。
私
達
が

き
ち
ん
と
税
金
を
納
め
て
い
る
か
ら
、
安
心

で
、
豊
か
な
生
活
が
過
ご
せ
る
の
で
す
。

　

今
日
本
が
抱
え
て
い
る
、
少
子
・
高
齢
化

問
題
や
、
公
共
事
業
に
使
わ
れ
る
莫
大
な
お

金
な
ど
と
、
様
々
な
面
で
税
金
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
、
私
達
が
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

は
、
一
人
一
人
税
金
を
無
駄
使
い
し
な
い
よ

う
に
心
掛
け
、
納
税
の
義
務
を
、
き
ち
ん
と

行
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
中
学
生
の
私
達

は
、
ま
だ
、
所
得
税
や
住
民
税
な
ど
を
払
っ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
達
に
だ
っ
て
学

校
の
水
を
節
約
し
て
使
う
こ
と
や
、
ゴ
ミ
を

な
る
べ
く
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
と
い

う
こ
と
は
、
で
き
る
の
で
す
。
税
金
を
納
め

る
こ
と
は
、
安
心
で
豊
か
な
生
活
に
つ
な
が

り
ま
す
。
税
金
の
作
文
を
書
い
た
こ
と
で
、

税
金
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
人

に
な
っ
た
と
き
に
、
き
ち
ん
と
税
金
を
納
め

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

長洲中２年　楯岡　　悠さん

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の

公
共
施
設
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
た
く
さ

ん
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
特
に
利
用
し
て
い
る
公
共
施
設
は
「
未

来
館
」
で
す
。
こ
こ
に
は
、
図
書
館
や
、
パ

ソ
コ
ン
が
あ
り
、
そ
し
て
、
映
画
も
見
れ
る

と
い
う
と
て
も
便
利
な
施
設
で
す
。
こ
こ
に

来
れ
ば
、
読
み
た
い
本
も
す
ぐ
読
め
る
し
、

調
べ
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
こ
と
も
出

来
ま
す
。
一
年
中
温
度
は
快
適
に
調
整
さ
れ
、

と
て
も
利
用
し
や
す
い
施
設
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
未
来
館
」
に
は
も
っ
と

大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
図

書
館
を
管
理
し
て
い
る
人
た
ち
は
、
古
い
本

を
き
ち
ん
と
修
理
し
て
く
れ
て
、
新
し
い
本

の
よ
う
に
き
れ
い
な
状
態
で
読
め
る
よ
う
に

し
て
く
れ
ま
す
。
見
つ
け
や
す
い
よ
う
に
本

を
分
類
整
理
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

便
利
な
未
来
館
で
す
が
、
私
た
ち
の
父
や

母
が
、
み
ん
な
が
少
し
ず
つ
出
し
合
っ
た
税

金
で
作
ら
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
未
来

館
は
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
施
設
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
、
わ
た
し
た
ち
が
「
税
金
を
納
め
る

の
は
い
や
だ
」
と
税
金
を
納
め
な
か
っ
た
ら

未
来
館
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
本
が
読
み
た

く
な
っ
た
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
買
い
に
行
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
調
べ
た
い
こ
と
が
あ
っ

て
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
た
い
と
思
っ
て
も
使

え
ま
せ
ん
。
学
生
の
わ
た
し
た
ち
が
気
軽
に

本
を
読
む
こ
と
も
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
こ
と

も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
お
金
が
な
か
っ
た

ら
読
み
た
い
本
も
読
め
な
く
な
り
ま
す
。
調

べ
物
を
し
た
け
れ
ば
、
高
価
な
辞
典
や
パ
ソ

コ
ン
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
古
い

本
を
読
み
た
く
な
っ
た
ら
古
本
屋
さ
ん
を
何

軒
も
回
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
本
な
ど

か
ら
得
ら
れ
る
た
く
さ
ん
の
役
に
立
つ
知
識

が
な
い
ま
ま
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

長
洲
町
教
育
長
賞

「
私
た
ち
の
税
金
」　

腹
栄
中　

２
年　

林　

弥
寿
葉

ん
。

　

多
く
の
人
か
ら
集
め
た
お
金
で
、
み
ん
な

の
役
に
立
つ
施
設
を
作
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
た
り
す
る
の
が
税
金
で
す
。
し
か

し
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
税
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
意
識
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
未
来
館
の
よ
う
に
わ
た

し
た
ち
が
使
う
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
も
税
金
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
税
金
が

身
近
な
存
在
に
思
え
て
き
ま
す
。

　

税
金
は
計
画
的
に
使
っ
て
、
無
駄
遣
い
が

な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
の
役
に
立
て
る
よ
う

な
こ
と
に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

腹栄中２年　林　弥寿葉さん
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■役場  78－3111
■文化センター  78－0053
　（中央児童館・子育て支援センター）  （ 78－4100）
■長洲共同福祉施設  78－0053
　（中央公民館・生涯学習課）
■上下水道課（浄化センター）  78－3515
■すこやか館（保健センター）  65－7515
■総合スポーツセンター  78－4777
■室内温水プール  78－6446
■健康福祉センター  78－1037
■社会福祉協議会  78－1440
■シルバー人材センター  78－4642

■町民研修センター  78－5226
■地域福祉センター  78－2377
■第一清掃センター  78－0660
　（有明広域行政事務組合）
■金魚と鯉の郷広場
　　金魚の館  78－3866
　　長洲きんぎょ村  78－3595
■ながす未来館  69－2005
■長洲町図書館  69－2060
■地域情報センター  69－2061
■給食センター  78－0838

公共施設電話番号

相　

談

「
熊
本
県
医
療
安
全
相
談

窓
口
」
を
設
置
し
ま
し
た

　

県
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
医
療
の
実
現
、
ま
た
医

療
機
関
に
お
け
る
患
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
や
医
療
の
質
の
向
上
を
目
指

し
て
、
医
療
に
関
す
る
患
者
や
家

族
か
ら
の
相
談
な
ど
を
受
け
付
け

る
「
医
療
安
全
相
談
窓
口
」
を
次

の
と
お
り
設
置
し
て
い
ま
す
。
平

成
16
年
度
で
は
、
約
４
０
０
件
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
相
談
に

は
看
護
師
な
ど
の
医
療
安
全
相
談

員
及
び
地
域
医
療
推
進
課
職
員
が

対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機

関
へ
の
事
実
確
認
や
情
報
提
供
な

ど
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
医
療
に

関
す
る
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
保
健
所
に
お
い
て
も
従
来
ど
お

り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
と　

き　

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
休

日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
・
問
い
合
せ　

県
庁
健

　

康
福
祉
部
地
域
医
療
推
進
課
内

　
（
県
庁
新
館
３
階
）〔

０
９
６
・

　

３
８
３
・
７
０
２
０
（
直
通
）、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
・
３
８
５
・
１
７

　

５
４
、E-m

ail tiikiiryou

＠pref.

　

.kum
am
oto.lg.jp

〕

お
知
ら
せ

ご
存
知
で
す
か
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
税
に
関
す
る
各

種
手
続
（
①
所
得
税
、
法
人
税
、

消
費
税
、
酒
税
及
び
印
紙
税
の
申

告
、
②
全
税
目
の
納
税
、
③
申
請
・

届
出
等
）
が
自
宅
や
事
務
所
に
い

な
が
ら
に
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
詳
細
に

つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る

ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
全
国
ど

こ
か
ら
で
も
市
内
通
話
料
金
で

利
用
で
き
る
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（

０
５
７
０
・
０
１
・
５
９
０
１
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
は
、
平
日
（
祝

日
等
を
除
き
ま
す
。）
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

■
問
い
合
せ　

玉
名
税
務
署

　
　
　
　
　
　
（
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２
１
２
５
）

休日在宅医
月　日 在　宅　医

12月４日㈰ 西山クリニック（清源寺） 78-7811

12月11日㈰ いまおかクリニック（古　城） 78-3410

12月18日㈰ 坂田内科医院（玉名市）岱明町 66-8600

人のうごき
平成 17年 10 月末日現在

　　 人　口　　17,926　（ 　11）
　　 　　男　　  8,644　（ 　 3）
　　 　　女　　  9,282　（ 　 8）
　　 世帯数　 　 6,382　（ 　18）

※（　）内は前月比

役場納付書を変更します
　役場電算システムの変更に伴い、現在使
用中の次の各種税金・使用料の納付書を変
更します。黒一色刷りの電子公印を使用し
た各種共通の様式になりますので、税金・
料金等を収められるときにお間違えのない
ようにご確認をお願いします。

※現在、お手元にある納付書はそのまま使
用できます。
※ご不明な点がありましたら地域情報セン
ターへお問い合せください。
■問い合せ　総務課地域情報センター
　　　　　　　　　　（  69 ２０６１）

ご利用ください　高齢者用トレーニングマシン
健康福祉センターで12月５日㈪から

　高齢者の方の介護予防、健康増進を図る
ために、長洲町健康福祉センターのトレー
ニング室に高齢者用筋力向上トレーニング
マシンを設置しました。また、専門のスタ
ッフによる利用指導も行います。運動不足
だと思われる方、家に閉じこもりがちな方、
興味のある方はぜひ一度ご利用ください。
■指導日　12月５日㈪から毎週月曜、木
曜日の週２回（今月は、５、８、12、
15、19、22、26日です。）

※指導員の指導時間は午後１時から午後４
時までとなります。利用指導希望の方
は指導日の時間内にご利用ください。

※ご利用際は健康福祉センター入館料（町
内100円、町外200円）が必要です。

■問い合せ　福祉課（内線182）

平
成
18
年
度
か
ら　

　
　

住
民
税
が
改
正

　

平
成
18
年
度
課
税
よ
り
適
用
さ

れ
る
住
民
税
改
正
事
項
の
中
で
、

私
た
ち
の
身
近
な
も
の
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
老
年
者
控
除
の
廃
止
〕

　

老
年
者
（
65
歳
以
上
）
で
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
、０
０
０

万
円
以
下
の
方
が
従
来
認
め
ら
れ

て
い
た
老
年
者
控
除
が
廃
止
に
な

り
ま
す
。

平
成
17
年
度
ま
で　

老
年
者
控
除

48
万
円
（
合
計
所
得
１
、０
０
０

　

万
円
以
下
）

平
成
18
年
度
か
ら　

老
年
者
控
除

廃
止

〔
生
計
同
一
の
妻
に
対
す
る
均
等
割
〕

　

均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫

と
生
計
を
同
一
に
す
る
妻
で
、
一

定
金
額
以
上
の
所
得
が
あ
れ
ば
、

平
成
17
年
度
よ
り
段
階
的
に
均
等

割
２
、５
０
０
円
の
課
税
か
ら
平
成

18
年
度
に
は
全
額
の
４
、５
０
０
円

で
課
税
さ
れ
ま
す
。

平
成
17
年
度
ま
で　

町
民
税
１
、５

　

０
０
円
と
県
民
税
１
、０
０
０
円

の
合
計
２
、５
０
０
円
が
課
税

平
成
18
年
度
か
ら　

町
民
税
３
、０

　

０
０
円
と
県
民
税
１
、５
０
０
円

の
合
計
４
、５
０
０
円
が
課
税

※
県
民
税
均
等
割
額
に
は
熊
本

県
水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
税

５
０
０
円
を
含
み
ま
す
。

〔
平
成
18
年
度
課
税
時
65
歳
以
上
の

者
に
係
る
公
的
年
金
控
除
の
変
更
〕

　

平
成
16
年
１
月
１
日
以
前
生

ま
れ
で
年
齢
が
65
歳
以
上
の
方

に
対
し
て
上
乗
せ
さ
れ
て
適
用
さ

れ
る
部
分
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

が
、
最
低
控
除
額
70
万
円
に
つ

い
て
は
、
年
齢
65
歳
以
上
の
方
に

つ
い
て
50
万
円
加
算

し
、
１
２
０
万
円
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

65
歳
未
満
の
方
は
従
来

通
り
で
す
。

〔
年
齢
65
歳
以
上
の
者
の

う
ち
、
前
年
中
の
合
計

所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
の
者
に
対
す
る

住
民
税
の
非
課
税
措
置

の
段
階
的
廃
止
〕

平
成
17
年
度
ま
で

　

年
齢
が
65
歳
以
上

の
方
の
う
ち
、
前
年

の
合
計
所
得
金
額
が

１
２
５
万
円
以
下
の
方
…
非
課
税

平
成
18
年
度　

年
齢
が
65
歳
以
上

の
方
の
う
ち
、
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の

方
…
税
額
の
３
分
の
１
を
課
税

（
均
等
割
１
、８
０
０
円
）

平
成
19
年
度　

年
齢
が
65
歳
以
上

の
方
の
う
ち
、
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の

方
…
税
額
の
３
分
の
２
を
課
税

（
均
等
割
３
、１
０
０
円
）

平
成
20
年
度
以
降　

年
齢
が
65
歳

以
上
の
方
の
う
ち
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以

下
の
方
…
税
額
の
全
額
を
課
税

（
均
等
割
４
、５
０
０
円
）

※
均
等
割
額
に
は
熊
本
県
水
と
み

ど
り
の
森
づ
く
り
税
５
０
０
円

を
含
み
ま
す
。

平成17年度まで
その年中の公的年金等の収入金額 雑（年金）所得
140 万円まで 0円
140 万円超　 260 万円未満 Ａ－ 1,400,000 円
260 万円以上 460 万円未満 Ａ× 0.75 － 750,000 円
460 万円以上 820 万円未満 Ａ× 0.85 － 1,210,000 円
820 万円以上 Ａ× 0.95 － 2,030,000 円
平成18年度から
その年中の公的年金等の収入金額 雑（年金）所得
120 万円まで 0円
120 万円超　 330 万円未満 Ａ－ 1,200,000 円
330 万円以上 410 万円未満 Ａ× 0.75 － 375,000 円
410 万円以上 770 万円未満 Ａ× 0.85 － 785,000 円
770 万円以上 Ａ× 0.95 － 1,555,000 円
※Ａは年金受給額です。

〔
定
率
減
税
の
２
分
の
１
の
縮
減
〕

　

個
人
住
民
税
は
、
均
等
割
額
と

所
得
割
額
の
合
算
に
よ
る
税
額
で

す
が
、
そ
の
う
ち
の
所
得
割
額
に

つ
い
て
の
定
率
税
額
控
除
が
、
15

％
相
当
額
（
最
高
４
万
円
）
か
ら

７
・
５
％
相
当
額
（
最
高
２
万
円
）

へ
縮
減
さ
れ
ま
す
。

平
成
17
年
度
ま
で　

所
得
割
額
の

定
率
税
額
控
除
が
、
15
％
相
当

額
（
最
高
４
万
円
）

平
成
18
年
度
か
ら　

所
得
割
額
の

定
率
税
額
控
除
が
、
７
・
５
％
相

当
額
（
最
高
２
万
円
）

■
問
い
合
せ

　

税
務
課
（
内
線
１
５
３
）

■変更になる納付書の種類
担当課 変更になる納付書の種類
税務課 町県民税（普徴、特徴）、

固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税、法人町民
税、窓口用納付書、督促状

上下水道課 下水道受益者負担金、上下
水道料金

住民環境課 し尿汲取手数料
福祉課 保育料、老人施設入所
建設課 住宅使用料
保健介護課 介護保険料
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　800有余年の歴史と伝統を受け継
ぐ、勇壮果敢な裸まつり「的ばかい」
の出場者を募集します。厄払いの
記念に、年始めの思い出にあなた
も「的ばかい」に出場してみませ
んか。

■と　き　平成18年１月15日㈰
　　　　　午後１時～
■ところ　四王子神社周辺
※参加資格及び申し合わせ事項は
次のとおりです。

①「的ばかい」の参加については、
町内外及び年齢を問わない。

②参加者は締め込み姿とし、裸祭
りにそぐわない服の着用、また
は人を威圧するような刺青での
参加はできない。

③観衆や参加者へ危険をおよぼし、
若しくは観衆や参加者の迷惑と
なる暴力行為等はできない。

④小学生などが参加する場合は、
保護者等が付添うこと。

⑤参加者が故意又は重大な過失に
より、施設等を損壊したときは、
現状に回復しなければならない。
ただし、会長がやむをえない理
由があると認めたときは、この
限りでない。

⑥的ばかい保存会より暴力行為等
の指導を受けた者は「ばかい」
中であっても退場させることが
できる。

■申込期限　平成18年１月６日㈮
■申し込み・問い合せ
　産業振興課（内線262、263）

募　

集

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
健
康

的
な
生
活
習
慣
を
確
立
し
て
い
く

た
め
に
は
食
生
活
の
見
直
し
と
継

続
し
た
運
動
の
実
施
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
運
動
を
始

め
て
も
そ
れ
を
毎
日
の
習
慣
と
し

て
、
継
続
し
て
い
く
の
は
大
変
難

し
い
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
参
加
者
お
互
い
が
支

え
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
習
慣
化
し
、
仲
間

づ
く
り
を
と
お
し
て
楽
し
く
継
続

で
き
る
よ
う
に
次
の
と
お
り
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
運
動
を
始
め
よ
う
と
思

わ
れ
て
い
る
方
や
、
既
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
方
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
当
日
は
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装
（
運
動
靴

も
含
め
て
）
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
体
育
館
内
で
歩
き
方
の
実

技
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
上

履
き
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〔
初
回
講
座
〕

■
と　

き　

12
月
８
日
㈭
午
後
７

時
〜
午
後
８
時
30
分

■
と
こ
ろ　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
会
議
室

■
内　

容

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
す
す
め
（
講
話
）

・
安
全
な
歩
き
方
、
実
際
に
歩
い
て

み
よ
う
！
（
説
明
、
実
技
）

　

講
師　

鶴
田
祐
一
郎
氏
（
日
赤

熊
本
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
健
康

運
動
指
導
士
）

〔
２
回
目
以
降
〕

　

曜
日
を
決
め
て
皆
さ
ん
で
集
ま

っ
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。
各
自
の
ペ

ー
ス
、
強
度
で
構
い
ま
せ
ん
。「
一

人
だ
と
続
か
な
い
け
ど
、
誰
か
が

い
れ
ば
頑
張
れ
る
！
」
そ
ん
な
あ

な
た
を
応
援
し
ま
す
。
背
中
を
押

さ
れ
る
あ
な
た
が
誰
か
の
背
中
を

押
し
て
…
。
み
ん
な
で
楽
し
く
頑

張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館

　
　
　
　
　
　
（
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７
５
１
５
）

あ
な
た
の
家
に
サ
ン
タ

さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
す
！

　

地
域
お
こ
し
団
体
「
平
成
青
年

会
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を

与
え
よ
う
と
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

が
訪
問
す
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
各
家
庭
か
ら
預
か

っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
扮
し
た
会
員
が
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ブ
の
夜
に
訪
問
し
お
渡
し

し
ま
す
。

■
訪
問
日
時　

12
月
24
日
㈯
午
後

７
時
〜
午
後
９
時

■
申
込
期
間　

12
月
５
日
㈪
か
ら

16
日
㈮
ま
で
の
昼
間
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
先
着

30
世
帯
）

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
預
か
り
に
つ
い

て
は
、
12
月
24
日
（
土
）
午
前

９
時
か
ら
午
前
11
時
ま
で
長
洲

共
同
福
祉
施
設
で
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
当
日
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

　

平
成
青
年
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
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０
０
５
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
学
生
・

受
講
者
募
集
中

　

通
信
教
育
事
業
を
行
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
で
は
、
広
域
通
信
制
高
等
学

校
、
福
祉
通
信
教
育
、
及
び
生
涯

学
習
通
信
講
座
の
学
生
・
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
無

料
の
案
内
書
・
願
書
を
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

■
募
集
案
内

　

高
等
学
校
普
通
科
18
年
度
入
学

（
新
入
生
・
転
入
生
・
編
入
生
）、

「
熊
本
県
犯
罪
の
起
き
に
く
い
安
全
・

「
熊
本
県
犯
罪
の
起
き
に
く
い
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
施
行

安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
施
行

　

熊
本
県
は
、
す
べ
て
の
県
民
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
犯
罪
の

起
き
に
く
い
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
基
本
方
針
及
び
熊
本
県
犯
罪
の
起

社
会
福
祉
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
士

受
験
資
格
取
得
・
２
年
制
）、
社
会

福
祉
士
養
成
課
程
（
社
会
福
祉
士

受
験
資
格
取
得
・
２
年
制
）、
生
涯

学
習
通
信
講
座
（
受
講
期
間
３
ヵ

月
〜
１
年
・
年
中
受
付
）

■
募
集
期
間

・
高
等
学
校　

平
成
18
年
２
月
１
日

㈬
〜
４
月
20
日
㈭

・
社
会
福
祉
コ
ー
ス　

平
成
18
年
２

月
１
日
㈬
〜
３
月
１
日
㈬

・
社
会
福
祉
士
養
成
課
程　

12
月

20
日
㈫
〜
平
成
18
年
３
月
２
日

㈭
・
生
涯
学
習
通
信
講
座　

随
時
入
学

可
■
資
料
請
求
・
問
い
合
せ

　

〒
１
８
６
‐
８
０
０
１　

東
京

　

都
国
立
市
富
士
見
台
２
‐
36

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
〔

０
４
２
・
５
７

　

２
・
３
１
５
１
、
フ
リ
ー
ダ
イ

　

ヤ
ル
０
１
２
０
・
０
６
・
８
８
８

　

１
（
資
料
請
求
の
み
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
４
２
・
５
７
４
・
１
０
０
６
〕

催　

し

第
７
回
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト 

ｉ
ｎ 

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｋ
Ｅ

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
協
賛

　

毎
年
開
催
し
、
大
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
が
、

今
年
も
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
。
精
神
に
障
害
の
あ
る
方
々

と
地
域
の
支
援
団
体
が
一
丸
と
な

り
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
成
功
に
向
け

て
練
習
や
準
備
に
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
楽
し
い
コ

ン
サ
ー
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

■
と　

き　

12
月
11
日
㈰
午
後
１

時
開
場
、
午
後
１
時
30
分
開
演

（
午
後
４
時
終
演
予
定
）

■
と
こ
ろ　

玉
名
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル

■
入
場
料　

無
料

■
内　

容　

・
当
事
者
の
大
正
琴
、

独
唱
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
合
唱
、

体
験
談
発
表　

・
九
州
看
護
福

祉
大
学
と
崇
城
大
学
の
吹
奏
楽

部
合
同
演
奏　

・
片
山
敬
子
と

仲
間
達
に
よ
る
女
性
コ
ー
ラ
ス

■
主　

催　

有
明
地
域
こ
こ
ろ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
実
行

委
員
会

■
問
い
合
せ　

実
行
委
員
会
事
務

局　

古
賀
、
城
戸
（
精
神
障
害

者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
あ
い
）（
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１
０
２
２
）、

広
報
担
当　

熊
本
県
有
明
保
健

所
総
務
企
画
課　

徳
永
（
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２
１
８
４
）

き
に
く
い
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
条

例
（
平
成
17
年
７
月
１
日
施
行
）
に

よ
り
、
犯
罪
の
起
き
に
く
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
熊
本
県
に
お
い
て
も
犯
罪

件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
増
加
の

原
因
と
し
て
は
、
防
犯
意
識
の
低
さ

や
地
域
社
会
に
お
け
る
連
帯
感
の
希

薄
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を
持
ち
、
地
域

で
の
防
犯
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
で
犯
罪
の
起
き
に
く
い
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

〔「
犯
罪
の
起
き
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
す
す
め
よ
う
!!
〕

①
カ
ギ
か
け
（
家
屋
だ
け
で
な
く

自
動
車
や
自
転
車
に
も
忘
れ
ず

に
！
）

②
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
（
犯
罪
者
は
、

見
ら
れ
た
り
、
声
を
か
け
ら
れ
た

り
す
る
こ
と
を
嫌
い
ま
す
）

③
見
守
り
・
気
配
り
（
子
ど
も
や
高

齢
者
を
狙
っ
た
事
件
が
増
加
し
て

い
ま
す
）

④
門
灯
・
玄
関
灯
の
点
灯
（
犯
罪
防

止
・
歩
行
者
の
安
心
に
つ
な
が
り

ま
す
）

⑤
落
書
き
消
し
（
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
は
防
犯
に
つ
な
が
り
ま
す
）

⑥
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
児
童
の
登
下

校
時
や
夜
間
が
効
果
的
で
す
）

⑦
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
（
危
険

箇
所
を
点
検
し
な
が
ら
作
成
し
ま

し
ょ
う
）

⑧
防
犯
教
室
の
開
催
（
行
政
や
警
察

ま
か
せ
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
防

犯
意
識
を
高
め
よ
う
！
）

⑨
そ
の
他
、
詳
し
い
防
犯
対
策
や
県

内
の
犯
罪
状
況
は
県
警
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.police.pr

　

ef.kum
am
oto.jp/

）
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

熊
本
県
環
境
生
活

部
交
通
安
全
・
青
少
年
課
〔

０
９
６
・
３
８
３
・
１
１
１
１
（
内

線
７
４
０
６
、７
４
０
７
）、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
９
６
・
３
８
２
・
７
４
０
３
、

E
-m
ail　

koutsuanzen@
pref.k

um
am
oto.lg.jp

〕

〔
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
も
う
!!
〕

地域の防犯情報はゆっぴー安心メールで！
　県内で発生した声かけ事案や不審者出没などの情報を携帯電
話にメールで配信します。
■利用方法　k110@123123.tv へ空メールを送信して、返信され
たメールの指示に従って登録してください。詳しくは警察本
部生活安全企画課街頭犯罪対策室（ 096 ･ 381 ･ 0110）又は、
最寄りの警察署生活安全課まで

熊本県でも犯罪が増加しています!!
熊本県の刑法犯認知件数・検挙率の推移

H10

刑法犯認知件数 検挙率

H11 H12 H13 H14 H15 H16

21,824

53.6%

21,81421,81421,814

49.9%
26,874

36.1%

27,034

33.3%

28,684

31%

28,973

32.9%

25,684

45.8%

大幅増加 過去最高

平成平成1616年の罪種別状況年の罪種別状況

自販機ねらい
1,618件
6.3%

ひったくり
212件
0.8% 空き巣

970件
3.8%

オートバイ盗
1,692件
6.6%

凶悪犯
82件
0.3%

風俗犯
137件
0.5%

知能犯
1,243件
4.9%

粗暴犯
749件
2.9%

その他の刑法犯その他の刑法犯
3,1963,196件
12.5%12.5%

その他の刑法犯
3,196件
12.5%

その他の窃盗その他の窃盗
5,8495,849件
22.8%22.8%

その他の窃盗
5,849件
22.8%

自転車盗自転車盗
4,8984,898件
19,1%19,1%

自転車盗
4,898件
19,1%

車上ねらい車上ねらい
2,9932,993件
11.7%11.7%

車上ねらい
2,993件
11.7%

万引き万引き
1,9891,989件
7.8%7.8%

万引き
1,989件
7.8%

窃盗犯が
約８割

身近で起きる
犯罪に注意！

平成16年の罪種別状況



2021

常用の求人を掲載しておりますので、ご活用ください。
受付番号 職　種 求人数 年　齢 賃　金

43040 － 4035451 アスベスト除去作業員 ８人 18～ 38 歳 300,000 ～ 350,000 円
43040 － 4010751 溶接 １人 18～ 22 歳 147,000 ～ 201,600 円
43040 － 3982351 歯科助手 １人 18～ 30 歳 140,000 ～ 190,000 円
43040 － 3946851 タクシー乗務員 ２人 不問 20,250 円（歩合制）
43040 － 3945751 製造スタッフ ３人 18～ 23 歳 145,000 ～ 155,000 円
43040 － 3938851 工場内作業員 ２人 18～ 35 歳 150,000 ～ 200,000 円
43040 － 3915151 准看護師 １人 18～ 50 歳 177,000 ～ 185,000 円
43040 － 3904851 製缶・配管・溶接工 ２人 不問 180,000 ～ 312,000 円
43040 － 3889451 作業療法士 １人 不問 210,000 ～ 240,000 円
43040 － 3874651 生産管理技術者 ２人 不問 160,000 ～ 300,000 円
43040 － 3870551 造船足場架設・解体 ２人 18～ 30 歳 220,000 円
43040 － 3804551 雑工事作業員 ２人 18～ 50 歳 161,000 ～ 184,000 円
43040 － 3765351 セレモニーアドバイザー ２人 18～ 35 歳 160,000 ～ 200,000 円
43040 － 3748051 タクシー乗務員 ２人 不問 140,000 ～ 200,000 円
43040 － 3695351 船舶製造（配管工） ２人 18～ 25 歳 165,600 ～ 230,000 円
43040 － 3663451 造船配管溶接 ５人 18～ 55 歳 195,500 ～ 276,000 円
43040 － 3645251 コンクリート製品の製造（請負い） １人 18～ 35 歳 170,000 円
☆掲載内容は、ほんの一部です。問い合せの際には、受付番号をお伝えください。このほかにも多数の求人があり
　ますので、お早めに玉名公共職業安定所 (  72 ８６０９)へ問い合せください。
※掲載内容は 11月 20日現在ですので、すでに採用済みになっている場合はご了承ください。

高
血
圧
予
防

高
血
圧
予
防

　　

  
血
圧
の
自
己
管
理
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

血
圧
の
自
己
管
理
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

○
血
圧
は
た
え
ず
変
動
し
て
い
る
た
め
、
同

じ
条
件
で
毎
日
は
か
る
こ
と
で
、
随
時
血

圧
（
病
院
や
健
診
な
ど
）
よ
り
も
実
態
に

近
い
測
定
値
が
え
ら
れ
ま
す
。

○
普
段
の
血
圧
は
正
常
な
の
に
、白
衣
（
医
師
）

の
前
に
出
る
だ
け
で
血
圧
が
上
が
る
「
白

衣
性
高
血
圧
」
と
の
判
別
に
も
な
り
ま
す
。

○
血
圧
は
一
般
に
、
夜
間
の
睡
眠
中
に
は
低

家
庭
で
血
圧
を
は
か
る
と
…

家
庭
で
血
圧
を
は
か
る
と
…

31

こたつ舟で川下り

　柳川の川下りは、寒い冬でも火鉢が入っ
たこたつ舟でポカポカ。水郷情緒あふれる
北原白秋のふるさと柳川をたずねてみませ
んか。
■問い合せ　市商工観光課
　（ 0944 ･ 73 ･ 8111）

バンブーイルミネーション2005

　約 2,000 個の手づくり竹灯篭が、高田濃施
山公園をやさしい光で包みこみます。
■と　き　12月 24日㈯　午後５時～
■ところ　高田濃施山公園
■問い合せ　町企画課
　　　　　　（ 0944 ･ 22 ･ 6263）

〔25th　Anniversary〕
JAYWALK Christmas Special Concert 2005
　「何も言えなくて…夏」で大ヒットした
あのメジャーバンドがついに荒尾の地に！
■と　き　12月 15日㈭　午後７時開演
■ところ　荒尾総合文化センター大ホール
■入場料金　Ｓ席￥4,000　Ａ席￥3,500　（全席指定）
■問い合せ　市総合文化センター（  66 4111）

高田町

平成17年11月20日現在
玉名公共職業安定所調べ

柳川市

荒尾市

く
、
朝
の
起
床
時
に
上
昇
し
ま
す
。
こ
の

時
の
血
圧
上
昇
が
激
し
か
っ
た
り
、
高
血

圧
状
態
が
続
き
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
に

つ
な
が
り
や
す
い
ケ
ー
ス
を
「
早
朝
高
血

圧
」
と
い
い
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

就
寝
前
と
起
床
後
１
時
間
以
内
の
家
庭
血

圧
で
そ
の
リ
ス
ク
が
わ
か
り
、
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

○
降
圧
剤
を
内
服
し
て
い
る
人
は
薬
の
き
き

め
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
ご
自
分
の
血
圧
が
ど
の
く
ら
い
か
ご
存
知
で
す
か
。
血
圧
が
高
く
な
っ
て
も
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
高
血
圧
か
ど
う
か
は
血
圧
を
測
定
し
な
い
限
り
知
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
高
血
圧
は
放
っ
て
お
く
と
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
病
気
を

ひ
き
お
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
気
が
つ
い
た
ら
高
血
圧
に
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
に
普
段
か
ら
血
圧
を
測
定
し
、
自
分
の
血
圧
の
状
態
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

毎
日
同
じ
時
刻
、
朝
と
夜
１
日
２
回
は
か

る
の
が
理
想
的
で
す
。
朝
は
か
る
時
は
、
起

床
後
１
時
間
以
内
に
排
尿
な
ど
を
す
ま
せ
て

か
ら
、
朝
食
前
、
ま
た
服
薬
す
る
前
に
は
か

り
ま
し
ょ
う
。
夜
は
か
る
時
は
、
食
事
、
服
薬
、

入
浴
、
排
尿
を
す
ま
せ
て
か
ら
は
か
り
ま
し

ょ
う
。

〔
測
定
時
の
注
意
点
〕

 

・
測
定
前
５
分
間
は
安
静
に
し
て
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
左
右
ど
ち
ら
か
決
ま
っ
た
ほ
う
の
腕
で
は

か
る
よ
う
に
し
、
腕
の
位
置
は
心
臓
と
同

じ
高
さ
に
な
る
よ
う
に
タ
オ
ル
な
ど
で
調

家
庭
血
圧
の
は
か
り
方
の
ポ
イ
ン
ト

家
庭
血
圧
の
は
か
り
方
の
ポ
イ
ン
ト

節
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
カ
フ
（
腕
帯
）
を

巻
く
と
き
は
、
た

く
し
上
げ
た
衣
服

で
腕
を
し
め
つ
け

な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
薄
め
の

下
着
で
し
た
ら
そ

の
上
か
ら
直
接
巻

い
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

 

・
食
事
や
運
動
、
喫

煙
な
ど
の
後
は
30

分
以
上
時
間
を
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

高
血
圧
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
な
ど
の
国
際
的
基
準

も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は
、
日
本
高
血
圧

学
会
が
日
本
人
向
け
の
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
し
て
、
下
記
表
の
よ
う
な
診
断
基

準
が
あ
り
ま
す
。

高
血
圧
の
診
断
基
準
は
？

高
血
圧
の
診
断
基
準
は
？

 

・
薬
を
飲
み
忘
れ
た
と
き
や
、
体
調
が
悪
い

と
き
も
症
状
等
合
わ
せ
て
記
録
し
て
お
き

ま
し
ょ
う

 

・
血
圧
は
は
か
る
時
刻
に
よ
っ
て
変
動
し
ま

す
の
で
、
測
定
時
間
も
忘
れ
ず
に
記
入
し

ま
し
ょ
う

 

・
体
重
、
体
脂
肪
等
の
測
定
値
も
記
入
し
て

お
く
と
健
康
管
理
に
役
立
ち
ま
す

測
定
し
た
血
圧
値
は
す
べ
て
健
康

測
定
し
た
血
圧
値
は
す
べ
て
健
康

手
帳
等
に
記
録
し
ま
し
ょ
う

手
帳
等
に
記
録
し
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館
（

 
65 

７
５
１
５
）

〔正常血圧〕
最大血圧 139mmHg 以下かつ
最小血圧89mmHg以下
※最大血圧 130 ～ 139mmHg
または最小血圧85～89mmHg
は正常高値血圧といわれ高血
圧に移行する可能性があるの
で要注意です。

〔高血圧〕
最大血圧 140mmHg 以上また
は最小血圧90mmHg以上

高血圧診断基準（日本高血圧学会）

（平成 17年 10 月 31日受付分まで）

誕生日 出生児 性別 保護者名 行政区

９．30 福島　　彬
あきら

男 正　季 下　東

10．１ 久山　星
せ な

成 男 幸　三 松　原

10．９ 中尾　結
ゆ あ

愛 女 明　博 向野北

10．18 濱北　晟
あきまさ

奨 男 昭　生 建　浜

10．19 久保　彪
ひゅうが

雅 男 拓　也 上沖洲

10．19 野尻瀬
せ り な

梨凪 女 智　史 下　東

10．21 寺岡　樹
じゅりん

凜 女 武 建　浜

10．22 木村　瑠
る な

菜 女 鷹　希 下　東
収
縮
期（
最
大
）血
圧

拡張期（最小）血圧

正常高値血圧

高血圧

単位:mmHg

正常血圧

140

130

85 90

熊本中央信交会チャリティー餅つき大会
　熊本中央信交会（会員 47 人、会長大崎正志）では、福祉活動の一環として毎年チャリティ
ー餅つき大会を開催し、販売しています。売上の収益は社会福祉協議会へ寄贈し、福祉活動に
使って頂いています。奮ってご参加ください。
■と　き　12月 17日㈯　午前 10時販売開始
■ところ　四王子神社
■問い合せ　熊本中央信金交会事務局　担当　白石、橋本（  78 １００１）
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長

洲

短

歌

会

（
順
不
同
）

歓声沸きあがる！

子ども会ティーボール大会
　10 月 16 日㈰、長洲町総合スポーツセンターグラ
ウンドで、長洲町子ども会連合会ティーボール大会
が開催され、33チーム 525 人の子どもたちの熱戦が
繰り広げられました。
　結果は次のとおりです。

【高学年の部】 【低学年の部】
優　勝 建　浜 下今中Ａ
準優勝 清源寺Ａ 建　浜
３　位 梅　田 新宮新磯宝Ｃ

▲高学年の部で優勝した建浜子ども会

長洲町人権教育講演会

■と　き　12月６日㈫
　　　　　開場：午後１時30分
　　　　　開会：午後２時
　　　　　閉会：午後４時
■ところ　ながす未来館
■演　題　「内なる差別意識を問う」
■講　師　井上　佳子　氏
　　　　　（ＲＫＫ熊本放送　テレビ制作部　ディレクター）
　　　　※井上さんが制作されたハンセン病に関
　　　　　するドキュメンタリー番組も上映予定。
■参加料　無　料
■主　催　長洲町人権教育推進協議会
　　　　　長洲町男女共同参画社会推進懇話会
■後　援　長洲町老人クラブ連合会
■問い合せ　生涯学習課

年末年始の行事

髙松貞喜さんが文部科学大臣表彰に !髙松貞喜さんが文部科学大臣表彰に !参 加 者 募 集

巡視船体験航海と海洋教室閉校式
　７月９日の開校式から始まった海洋教室も閉校式
を迎えました。本年度を振り返ってみると、マリン
スポーツでは、長崎県国見町との交流やカヌーの元
五輪選手が指導者として参加、また海の環境学習・
海岸清掃と大変有意義な教室となりました。今回、
最後の講義となった 10 月 15 日の巡視船体験では、
熊本新港から有明海を約１時間クルージングが行わ
れ、参加者 30人は海上保安庁の職員から人命救助の
講習、船の仕組みや指導を受け、大変貴重な体験を
しました。その後、受講生に終了証が手渡されました。

家庭教育学級「子育て講演会」
　スポーツをとおして知的発達障害のある人たち
をサポートするスペシャルオリンピックス活動の
発展普及に情熱を注いでおられる中村勝子さんを
迎えて開催します。
　どなたでも参加できますので、お気軽にお越し
ください。
■と　き　12月７日㈬
　　　　　午前11時～午後０時30分
■ところ　長洲幼稚園（ゆうぎ室）
■演　題　「今大切と思うこと
　　　　　スペシャルオリンピックに出会うこと」
■講　師　中村　勝子　氏
　　　　　（スペシャルオリンピックス熊本事務局長）
■参加料　無　料
■主　催　長洲幼稚園、長洲町教育委員会
■問い合せ　長洲幼稚園（  78 ４６８０）

～貴重な体験航海してみませんか！～

　体験クルーズは、海や航海について学び、またホ
エールウォッチング等の自然体験活動を行います。
■実施期間　平成18年３月26日㈰～３月31日㈮
　　　　　　（５泊６日・いずれも船内泊）
■対　象　　小学校４年生～中学校３年生
■目的地　　東京港晴海ふ港～東京都小笠原村（父島）
■使用客船　ふじ丸（23,235総トン）
■申込期限　平成18年１月12日㈭まで
■参加費　　80,000円（交通費別途）
■問い合せ　総合スポーツセンター

　10月 13日、秋田市で行われた第 46回全国体育指導委員研究協
議会で、髙松貞喜さん（町体育指導委員協議会長）に功労者（文
部科学大臣）表彰、中逸章二さん（町体育指導委員、玉名郡体育
指導委員協議会長）に一般賛助会員感謝状が贈呈されました。また、
11月５日に阿蘇市で行われた第 44 回熊本県体育指導委員研修会
において、中村貴裕さん（町体育指導委員）が熊本県体育指導委
員功労者賞を受賞しました。
　これらは体育指導委員として永年務められ、地域におけるスポ
ーツ・レクリエーションの普及・振興に貢献された方に対して、
それぞれ贈られたものです。

▲各賞を受賞した体育指導委員の
　髙松貞喜さん、中逸章二さん、中村貴裕さん（左から）
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期　日 内　　容 場　　所

12月　
４日㈰ 長洲町駅伝大会 総合グラウンド～

名石浜周回コース

４日㈰
～ 11日㈰

子ども達の作品
展示会

長洲共同福祉
施設

６日㈫ 長洲町人権教育講演会 ながす未来館

７日㈬ 家庭教育学級 長洲幼稚園

１月　
８日㈰ 長洲マラソン大会 総合グラウンド～

名石浜周回コース

９日㈪ 長洲町成人式 ながす未来館

子ども達の作品展示会
■と　き　12月４日㈰～ 11日㈰
　　　　　　（表彰式：12月 11日）
■ところ　長洲町共同福祉施設（ロビー）
■主　催　長洲町子ども会連合会
■問い合せ　生涯学習課
　※作品は展示会終了後、返却いたします。

平成18年成人式
■と　き　平成 18年１月９日㈪成人の日
　　　　　受付：午前９時 20分～
　　　　　開式：午前 10時
■ところ　ながす未来館文化ホール
■対象者　昭和 60年４月２日から昭和 61年
４月１日生まれの方。（案内状は 12月中旬
に送付します。）

※本町出身で現在町外に在住している方で参
加希望される方は、事前に生涯学習課へ連
絡ください。

▲低学年の部で優勝した下今中Ａ子ども会

▲町内から参加した皆さん

テーマ「ハンセン病に関する人権」

Ｂ＆Ｇ「体験クルーズ」参加者募集

町体育指導委員３人が各賞を受賞
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ながす未来館文化ホール　12月・１月の催し物案内
ながす未来館（　　２００５）69

月／日（曜） 催  し  物 問い合せ窓口 開場／開演～終演 入場料
12／３㈯ 神谷未穂ヴァイオリンコンサート ながす未来館自主事業情報をご参照ください。

12／６㈫ 長洲町人権教育講演会
生涯学習課

（  78 ００５３）
13：30/14：00～ 16：00 無　　料

12／10㈯ 長洲保育所クリスマス発表会
長洲保育所

（  78 ２２８０）
９：10/９：30～ 12：30 無　　料

12／11㈰ 小鳩幼稚園生活発表会
小鳩幼稚園

（  68 １１０４）
12：30/13：00～ 15：30 無　　料

12／17㈯ 野原保育園おゆうぎ会
野原保育園

（  68 ２６２３）
９：30/10：00～ 無　　料

12／25 ㈰ ピアノ発表会
田上みどりさん
（  74 ３７５１）

12：30/13：00～ 無　　料

１／９㈪ 平成 18年　長洲町成人式
生涯学習課

（  78 ００５３）
９：20/10：00～ 12：00 無　　料

１／22㈰ 親子アニメ映画 2005「アンパンマン」
富士映画社

（ 092 ･922 ･2556）
① 10:00/10:30～ 12:30
② 13:00/13:30～ 15:30

800 円

※都合により変更となる場合がありますので主催者にご確認ください。

■問い合せ　ながす未来館（  69２００５）・長洲町図書館（  69２０６０）

な
が
す
未
来
館
自
主
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業
情
報

な
が
す
未
来
館
自
主
事
業
情
報

　ヴァイオリンとピアノのアンサンブルコンサート
です。お昼のひとときをクラシック音楽でお楽しみ
ください。
■と　き　12月３日㈯　開場 13:00 ／開演 13:30
■ところ　ながす未来館文化ホール
■入場料　一般　　　　 1,000 円
　　　　　高校生以下　　500円
※今回はクラシックコンサートのため、未就学児の
　ご入場はご遠慮ください。
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せ
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神谷未穂ヴァイオリンコンサート神谷未穂ヴァイオリンコンサート
公共ホール音楽活性化事業㈶地域創造助成公共ホール音楽活性化事業㈶地域創造助成

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

※ 28日㈬は図書館は館内整理日です。

12月の休館日のお知らせ（○印が休館日）

開催間近！開催間近！

　ながす未来館及び長洲町図書館の年末年始の休館日は次のとおりです。
■年末年始休館日　12月 28日㈬～１月３日㈫まで
※ 28日㈬は図書館の館内整理日です。

年末年始の休館のお知らせ年末年始の休館のお知らせ

　１月９日（成人の日）は「平成 18 年
長洲町成人式」開催のため終日臨時休館
日とさせていただきます。ご利用の皆様
にはご迷惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

平成18年長洲町成人式開催による平成18年長洲町成人式開催による
臨時休館のお知らせ臨時休館のお知らせ
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　長洲町食生活改善推進員 ヘルスメイト

「健康ながす プラン」の中の青壮年期の
「朝食を毎日とらない人の割合を減らす」
ための取り組みの一つとして「朝ごはん一
品シリーズ」を掲載しています。
　食事は活動するためのエネルギー源。朝、
食べないと、体も脳も十分に働きません。
そして太りやすくなります。

　海藻には数千もの種類が存在しますが、食用として日常的に食
べているのは日本とお隣りの韓国ぐらいだそうです。日本では海
藻が大宝律令 で税として納められており、平安時代になっ
ても貴重な栄養源であったようです。海藻の中でもおなじみの「わ
かめ」のヌルヌル成分は、アルギン酸 食物繊維 といい、余分
な塩分やコレステロールを体外に出す効果があることで知られて
います。また、カルシウムやマグネシウムなどのミネラルも豊富
に含まれています。海藻は１日１回は食卓にのせたいものです。

〔作り方〕
①卵にパセリのみじん切り、塩、砂糖を加え、軽く溶いて
おく。わかめは水洗いし塩ぬき ２～３分 して、ザク
切りしておく。

②フライパンにごま油を熱し、卵を入れ軽く菜箸でかき回し、
ふんわりまとめ皿にとる。

③②のフライパンにごま油を熱し、わかめを軽く炒め、火
をとめてから削り節としょうゆを加え軽く混ぜる。

④皿にサラダ菜をしき、卵とわかめを盛り合わせる。あり
合わせの野菜を添えると、もっとバランスよくなります。

〔材料（ 人分）〕
卵　　　　　　　 　２個
パセリのみじん切り　 大さじ２
塩　　　　　　小さじ
砂糖　　　　　小さじ
ごま油　　　　小さじ２
わかめ 塩蔵 　　　　
削り節　　　　　　　２
しょうゆ　　　小さじ

ごま油　　　　 小さじ２
サラダ菜　　　　　 ２枚

〔 人分の栄養量〕
エネルギー　
塩分　 ｇ

物
め
炒
の
め
か
わ
＆
卵

ス
を
日
今
で
食
朝
の
点
満
養
栄

浜田菜々美さん
腹赤小１年
〈清源寺〉

広報の題字を書きました

な　 な 　み

　習字とピアノを習
っています。12月に
ピアノのコンサート
があるので、いま、毎

日練習を頑張っています。習字もピアノももっとも
っと上手くなりたいです。
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もうすぐもうすぐ 歳もうすぐもうすぐ 歳もうすぐ 歳11

パパ　幸敏さん
　ママ　もと子さん

〈腹　赤〉

　２人のお兄ちゃんが大好きで、いろんな芸を教えても
らい、 披露してはみんなを喜ばせています。これからも
３人ずっと仲良く成長して欲しいです！

前田 美侑ちゃん
みゆう

パパ　誠二さん
ママ　美鈴さん

〈腹　赤〉

　人形よりもミニカーが大好きな元気な女の子で、いつも友稀
兄ちゃんの後をついてまわっています。これからも周りの人を
元気にしてくれる葵の笑顔たくさん見せて欲しいです。

古賀 　葵ちゃん
あおい

ゆうき


